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（Gudjonsson & Sigurdsson, 2004）。








する簡便なツールとして、Gudjonsson 迎合性尺度 （Gudjonsson Compliance Scale, GCS；
Gudjosson, 1989, 1997） がある。GCS を用いた研究では、GCS 得点の高さは不安の高さと関連 
すること（Gudjonsson, 1989; Gudjonsson, Sigurdsson, Brynjólfsdóttir, & Hreinsdóttir, 2002）や、 
自尊感情の低さと関連すること （Gudjonsson & Sigurdsson, 2003; Gudjonsson et al., 2002; 
Gudjonsson, Sigurdsson, Finnbogadottir, & Jakobsdottir Smari, 2006; Gudjonsson, 
Sigurdsson, Lydsdottir, & Olafsdottir, 2008） が報告されている。また、子どもの頃の性的
虐待経験 （Gudjonsson, Sigurdsson, & Tryggvadóttir, 2011）、愛着スタイル （Gudjonsson et 
al., 2008; ただし , Drake, Sheffield, & Shingler, 2011 も参照）、C 群のパーソナリティ障害 
（Gudjonsson & Main, 2008） との関連も明らかにされている。被虐待経験や愛着スタイル、C
群パーソナリティ障害は、いずれも自尊感情や不安と関連しており、迎合性の基盤に自尊感情や
不安があるという考えを間接的に支持する結果といえる。
　GCS と自尊感情の関係を検討した諸研究 （Gudjonsson & Sigurdsson, 2003; Gudjonsson et 
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al., 2002; Gudjonsson et al., 2006; Gudjonsson et al., 2008; Smith & Gudjonsson, 1995） の 相
関係数を変量効果として統合すれば、r = ⊖.35, CI ［⊖.294, ⊖.407］となる（自尊感情尺度の得点
が高いほど、自尊感情が高いことを示すように変換した）。両者に有意な相関が認められなかっ







& Banaji, 1995, p. p.11）ものである。顕在的－潜在的自尊感情の相関は概して低い（e.g., 
Greenwald, Banaji, Rudman, Farnham, Nosek, & Mellott, 2002）。そのため、両者に不一致が






Rudolph, Wiesner, & Schütz, 2007）。
　顕在的－潜在的自尊感情の不一致は、ある種の問題行動や不適応状態と関連することが明ら
かにされている。顕在的自尊感情は高いが、潜在的自尊感情が低い防衛型の自尊感情を持つ者
は、内集団ひいきや自己愛傾向が高い（Jordan et al., 2003; 原島・小口 , 2007; 藤井 , 2014）と
の報告がある（ただし、川崎・小玉 , 2010; 藤井・澤海・相川 , 2014 も参照）。また、ダメージ型
の自尊感情は、社会不安障害の傾向（Schreiber, Bohn, Aderka, Stangier, & Steil, 2012）、自殺
念慮や抑うつ傾向（Creemers, Scholte, Engels, Prinstein, & Wiers, 2012; Franck, De Raedt, 




（Bosson, Brown, Zeigler-Hill, & Swann, 2003）や、肯定的な自己観の回復を動機づけている
（Jordan et al., 2003）との考えがある。しかし、Schröder-Abé, Rudolph et al. （2007）によれば、
不一致の方向性に関わらず、顕在的－潜在的自尊感情が一致していない状態は自己概念が統合さ


















　愛知県の A 大学に所属する大学生 209 名を対象に調査を行った。いずれの調査項目にも欠損
値のなかった 195 名（男性 161 名、女性 34 名；平均年齢 19.4 歳、SD = 1.12）を分析対象とした。
調査時期






























への好意度が相対的に高いことが明らかにされており（e.g., 川崎・小玉 , 2010; 津田・伊藤 , 
2012）、本研究でも英語アルファベットに対する選好を潜在的自尊感情の指標として用いた。
アルファベット 26 文字をランダムな順序に並べ、各文字に対する好意度を「かなり好き」
（5 点）～「かなり嫌い」（1 点）の 5 件法で回答を求めた。回答に際しては、考え過ぎず直
感的に回答するよう教示した。姓と名のイニシャルはそれぞれ潜在的自尊感情の異なる側面
を反映している可能性がある（Kitayama & Karasawa, 1997; LeBel & Gawronski, 2009）。
そのため、通常のイニシャル選好課題と同じく、姓と名の平均評定値だけでなく、姓と名の






















　ネームレター効果の算出には LeBel & Gawronski （2009）および津田 （2014）の推奨に従っ









の平均値について、理論的中央値である 0 を検定値とした t 検定を行った。その結果、いずれの
指標においても、平均値は 0 よりも有意に高かった（それぞれ、t（194） = 11.24, p < .001; t（194） 
= 8.53, p < .001; t（194） = 9.35, p < .001; t（194） = 17.50, p < .001）。このことから、日本人を対









= ⊖.15, p < .05）。その一方で、GCS と潜在的自尊感情の諸指標との間には、いずれも有意な相
Table 1 Descriptive statistics for and Correlations among measures of compliance, 
explicit and implicit self-esteem.
M SD 1 2 3 4 5 6
1 GCS 10.46 3.16 -
2 RSES 29.63 7.79 -.15 * -
3 IPT （total） 0.55 0.68 .08 -.08 -
4 IPT （first name） 0.57 0.85 .08 -.10 .79 ** -
5 IPT （last name） 0.53 0.87 .05 -.03 .80 ** .26 ** -
6 HPT 1.03 0.82 -.02 .18 * .35 ** .30 ** .25 ** -
N ote : ** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10
GCS: Gudjonsson Compliance Scale; RSES: Rosenberg Self-esteem Scale; IPT: Initial Preference Task; 
HPT: Horoscope Preference Task.
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顕在的自尊感情が低いほど、迎合性が高くなることが示された（β=-.26, t =-2.68, p =.008）。一方、
Table 2 Multiple regression analyses of compliance and self-esteem.
β t β t β t β t
Explicit SE ‒.14 ‒1.98 * ‒.14 ‒1.98 * ‒.14 ‒1.99 * ‒.15 ‒2.17 *
Implicit SE .07 .98 .05 .70 .08 1.10 .01 .17
Explicit SE × Implicit SE ‒.04 ‒.49 .06 .87 ‒.13 ‒1.71 + .01 .14
IPT both IPT first namel IPT last namel HPT
SE: Self-esteem; IPT: Initial Preference Task; HPT: Horoscope Preference Task.
Low ISE -1SD
High ISE +1SD
Figure 1 Predicted values for Gudjonsson Compliance Scale (GCS) score as a function of explicit self-
esteem and implicit self-esteem (last name). Error bars indicate 95% confidence interval. ISE: Implicit 




れなかった（β=⊖.02, t =⊖.24, ns）。したがって、潜在的自尊感情は高く、顕在的自尊感情が低
いダメージ型の者（M = 11.5）は、顕在的－潜在的自尊感情がともに高い安定型の自尊感情を
有する者（M = 9.9）より、迎合性が高いことが示された。さらに、顕在的自尊感情が低い場合（⊖
1SD）には、潜在的尊感情（姓）が高いほど、迎合性が高くなる傾向があった（β=.20, t =1.72, 
























が高い（Schröder-Abé, Rudolph, & Schüz, 2007）。怒りやフラストレーションを行動として表
出せず抑制する傾向が高い場合、他者の意見や要求、提案に対して異を唱えたり、拒否したりせ


























GCS （村山 , 2007）は信頼性、妥当性が十分に検討された尺度ではない。村山（2007）は内的
整合性については検討しているが、再検査信頼性は未検討である。GCS が特性的な迎合性の測
定を目的として開発された尺度であることを踏まえれば、再検査信頼性の検討は必須であろう。
また、翻案版 GCS は妥当性についても検討されていない。原版の GCS を用いた研究では、虚
偽自白をした経験があると申告した者はそうでない者と比べ、GCS 得点が高いことが報告され














ⅰ 本研究は愛知淑徳大学心理学部 平成 26 年度卒業生の浅井志緒梨氏が著者の指導のもと実施した卒業研
究を再分析したものである。また，本論文の執筆に際しては，平成 27 年度愛知淑徳大学研究助成（特
定課題研究）を受けた。
ⅱ 現在のところ，日本語版 GCS については，村山 (2007) とは別に，原著者より翻訳許可を得ている科学
警察研究所 ( 渡邉・和智・横田・倉石・大塚・小野，2013) で開発が進められていることを付記しておく。
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